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救
急
患
者
輸
送
者
を
呼
ぶ
場
合
の
電
話
番

号
（
二
―
二
五
〇
〇
）
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
覚
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
救
急
患

者
輸
送
車
の
利
用
方
法
を
間
違
え
て
か
け
て

く
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

救
急
患
者
輸
送
車
は
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
本
当
に
必
要
な
傷
病
者
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
交
通
戦
争
が
叫

ば
れ
て
い
る
今
日
、
い
つ
ケ
ガ
を
し
て
救
急

患
者
輸
送
車
の
お
世
話
に
な
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
利
用
で
、

救
急
患
者
輸
送
車
が
傷
病
者
を
迅
速
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
の
は

・
火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ

る
傷
病
者

・
交
通
事
故
、
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る

場
所
で
の
傷
病
者

・
屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
。
例
え
ば
、

ガ
ス
中
毒
、
や
け
ど
、
急
病
な
ど
で
ほ
か

に
適
当
な
運
ぶ
車
な
ど
が
な
い
場
合
の
傷

病
者

こ
の
よ
う
な
場
合
は

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
傷
病
者

・
傷
害
の
な
い
単
な
る
泥
酔
（
で
い
す
い
＝

よ
っ
ぱ
ら
い
）
者

救
急
患
者
輸
送
者
を
呼
ぶ
と
き
は

電
話
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ
と
を
落
ち
着

い
て
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

一

連
絡
者
の
氏
名
と
電
話
番
号

二

場
所
と
目
標
物

三

事
故
の
様
子

四

傷
病
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
な
ど
。

五

傷
病
者
の
容
態
、
状
況

救
急
患
者
輸
送
車
が
到
着
す
る
ま
で

に
準
備
す
る
こ
と
は

一

応
急
手
当

二

か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

三

保
険
証
の
準
備

四

症
状
に
よ
り
毛
布
や
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
の

用
意

五

救
急
患
者
輸
送
車
を
誘
導
す
る
た
め
に

道
路
へ
出
る
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二
―
二
五
一
一

～
八
月
十
六
日

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
休
業
日
前
後
は
ご
み
が
集
中
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
計
画

を
立
て
、
ご
み
の
収
集
業
務
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
二
五
〇
一

し
尿
収
集
業
務

休
業
期
間

八
月
十
二
日

～
八
月
十
七
日

※
八
月
十
一
日

、
正
午
ま
で
当
日
収
集

を
受
け
付
け
ま
す
。

八
月
十
八
日

か
ら
は
平
常
営
業
し
ま

す
。な

お
、
お
盆
前
は
特
に
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

毎
日
衛
生（
有
）

二
―
二
一
三
九

毎年、６月から９月までの第

一日曜日を全町一斉清掃日と定

め、環境衛生の保全、環境美化

の向上にご協力いただき「清流

に緑映え 人輝くまち」づくり

に成果をあげています。

今月も８月１日を全町一斉清

掃日として実施しますので、各

地区の区長や保健部長の指示に

従って、地区の実情にあった方

法で１戸に１人はご参加いただ

き、ご協力をお願いします。

第３回
全町一斉清掃日
８月１日

救
急
患
者
輸
送
車
の
正
し
い
利
用
方
法

電
話
二
―
二
五
〇
〇

ゴ
ミ
収
集
業
務

休
業
期
間

八
月
十
四
日

お
盆
休
業
の
お
知
ら
せ

（水）

（月）

（火）

（木）

（土）

（水）
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問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－１５０１

変更項目 従来の証明 コンピュータ化後

名 称
戸 籍 謄 本 全部事項証明

戸 籍 抄 本 個人事項証明

様 式
Ｂ４版横長（謄本）

Ａ４版縦長
Ｂ５版縦長（抄本）

書 式 縦書きの文章形式 横書きの項目化

手数料 ４５０円 ４５０円

現在の「戸籍謄本」

８月30日

運 用 開 始

戸籍事務をコンピュータ化します！
今回、コンピュータ化する戸籍は、勝浦町に本籍のある方の戸籍のみです。

戸籍事務をコンピュータ化すると 正確・はやい・わかりやすい
戸籍となります。

コンピュータ化により、現在戸籍・戸籍の附票などが、同一のシステムで管理され

るため、検索・記録時間が短縮され、読みやすくきれいな証明書を速やかに発行でき

るようになり、窓口での待ち時間が短くなります。

コンピュータ化後の「全部事項証明」

コンピュータ化に伴い、右表のとおり

名称が変わります。また、今までの戸籍

は縦書きで記録されていましたが、改製

後は横書きで「出生」や「婚姻」などの

項目ごとで記載され、数字も漢数字から

算用数字になりますのでわかりやすくな

ります。

戸籍の証明書の様式と

名称が変わります

今までの戸籍は？

これまで使われていた戸籍は、「平成改

製原戸籍」として保存します。もし、平成

改製原戸籍が必要となった場合には、これ

までどおり請求していただくことができま

す。

「平成改製原戸籍」の交付手数料は、１通

７５０円です。

コンピュータ化に伴う戸籍の氏名の文字について
コンピュータ化後の戸籍の文字は常用漢字・人名用漢

字・そのほか一般に通用する文字で記録されます。現在

の戸籍の氏名を，コンピュータ化するときに使用できる

文字に置き換える必要がある方には文書でお知らせして

おりますので，ご理解ご協力をお願いします。

【戸籍証明の新旧対照表】

※ 除籍・改製原戸籍の手数料については、７５０円です。

また、本籍や住所の地番号に枝番がある戸籍及び住民票

については、「の」を省略し統一します。

（例）「１番地の１」「１番の１地」→「１番地１」

（月）
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シリーズ

光流の
まちづくり⑥

トンコ、トンコ・・・と遠くに聞こえていた太鼓
の音が、ごく身近に聞こえる真夏の夜。お盆本番を
間近に迎え、阿波踊りの練習にも力がこもっていま
す。
まもなく、南国徳島に交流の大波が押し寄せ「エ

ライヤッチャ、エライヤッチャ」と、一年中で最も
活気づく季節を迎えようとしています。
町の交流も、四国いやしのみちづくり「みかん・

もてなし・ふれあいロード」の新たな道づくりの整
備等について、現地調査が行われました。
８月は、３日から６日までの４日間ふれあいの里

さかもとや町内スポーツ施設において、「キッズス
ポーツキャンプ」が開かれます。８月15日からは、
地域づくりインターン事業として早稲田大学の学生
さんをお迎えし、町内で農業や交流体験を行います。
主な交流事業の内容は、次のとおりです。

第
一
回
・
二
回

い
や
し
の
み
ち
づ
く
り

ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
議

い
や
し
の
み
ち
づ
く
り
第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
検
討
会
議
が

六
月
二
十
四
日
。
第
二
回
が
七
月
の
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
一
回
で
は
、
登
録
さ
れ
た
「
み
か
ん
・
も
て
な
し
・
ふ

れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
を
い
か
に
町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
か

そ
の
た
め
に
必
要
な
「
施
設
」
「
も
の
」
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
「
施
設
」・「
も
の
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
必
要

な
の
か
、
そ
の
理
由
を
検
討
し
ま
し
た
。

「
休
憩
施
設
」・
「
ベ
ン
チ
」・
「
ト
イ
レ
」
な
ど
現
在
の
へ
ん

ろ
道
に
不
足
し
て
い
る
施
設
の
提
案
や
す
で
に
あ
る
施
設
に

つ
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
有
効
に
利
用
で
き
る
か
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
で
は
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
・
サ
ブ
ル
ー
ト
を
検
討
委

員
が
現
地
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
車
中
や
現
地
で
意
見
を
交

換
し
メ
モ
を
と
り
次
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
課
題
を
確
認
し

ま
し
た
。

第
三
回
は
八
月
二
十
四
日

の
予
定
で
す
。

いやしのみち現地調査

���������������������������������� ���������������� ��
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（火）

dtp
往来都会子オーライ



キッズスポーツ
キャンプ開催

（８月３日～６日・
ふれあいの里さかもとほか）

５

バルセロナ、

アトランタ五輪

の女子マラソン

で、メダルを獲

得した有森裕子

さんなど、一流

スポーツ選手が

全国から募集し

た子どもたちを

対象に行う「キッ

ズスポーツキャンプ」のため来町します。

「キッズスポーツキャンプ」は「ふれ

あいの里さかもと」を中心に勝浦町内で

行われ、かけっこ教室・バスケットボー

ル・陸上・サッカーなど多種多様なスポー

ツ体験をしてもらうことによって、将来

の選択肢を増やし、きっかけづくりを提

供するキャンプです。また子どもたちが

著名なスポーツ選手や地元の大学生と接

することにより、スポーツの基礎知識を

得られるだけでなく、コミュニケーショ

ン能力をつけ、自発的に物事に取り組み

考える力がつけられるようなプログラム

が用意されています。

講師陣は次のとおりです。

有森裕子氏（陸上競技）

バルセロナ・アトランタ両五輪連続の女

子マラソンメダリスト

金哲彦氏（陸上競技）箱根駅伝、マラソ

ンで活躍後実業団監督

佐古賢一氏（バスケットボール）大学時

代から全日本入り。日本リーグで活躍中

アジアNO.1の指令塔

中嶋譲氏（サッカー）鹿島アントラーズ

で活躍後フットサルプレイヤー

デューク式ウォーキングセラピスト（体

操）デューク更家式ウォーキング

インストラクター

問い合わせ先 勝浦町産業振興課

２－1505

ふれあいの里さかもと ４－2110

好
奇
心
が
お
う
盛
で
、
行
動
力
が
あ

り
ま
す
。
「
こ
れ
が
や
り
た
い

」
と

思
っ
た
ら
、
何
事
も
即
実
行
し
て
し
ま

い
ま
す
。
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
勝
浦
町

の
方
た
ち
と
の
交
流
を
、
何
よ
り
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
に
触
れ
、
今
年
の
夏
休
み

を
自
分
の
成
長
に
役
立
て
た
い
で
す
。

勝
浦
町
の
方
の
生
活
に
触
れ
、
私
の
将

来
を
決
定
す
る
材
料
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

宮 本 早 織
（みやもとさおり）さん

早稲田大学政治経済学部

経済学科 ３年

舟 岡 育 美
（ふなおかいくみ）さん

早稲田大学教育学部

社会学科 ３年

～

は
じ
め
ま
し
て

～

勝
浦
町
の
地
域
の
伝
統
、
自
然
、
生
活
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
興
味
が
あ
り
、
地
域
振

興
や
都
市
と
農
村
の
結
び
つ
き
な
ど
に
つ
い

て
、
勉
強
し
て
い
る
学
生
さ
ん
二
人
が
地
域

づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
来
町
し
ま
す
。

交
流
の
町
を
目
指
す
勝
浦
町
の
方
向
性
や

可
能
性
に
つ
い
て
、
都
会
の
学
生
さ
ん
が
町

内
で
い
ろ
ん
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

見
い
だ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。イ

ン
タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ
は
八
月
十
五

日
か
ら
八
月
三
十
日
の
間
で
、
ふ
れ
あ
い
の

里
さ
か
も
と
で
の
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
補
助
や
よ
っ
て
ネ
市
で
の
販
売
員
、
農
作

業
体
験
な
ど
、
町
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
活

躍
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん

に
も
出
会
う
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
交
流
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
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エ
コ
ト
ピ
ッ
ク
ス

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
る
…

生
名
区
の
取
り
組
み

六
月
二
十
四
日
、
生
名
地
区
で
は
、
廃
棄

物
減
量
化
推
進
委
員
（
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー

ル
缶
の
分
別
推
進
員
）
の
呼
び
か
け
で
三
十

二
人
の
皆
さ
ん
が
、
石
井
町
の
分
別
収
集
の

状
況
な
ど
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
缶
、
ビ
ン
、
古
紙
の
ほ
か
勝

浦
町
で
は
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
「
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
対
象
で
あ
る
紙

類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
処
理
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
収
集
袋
に
氏
名
の
記
載

の
な
い
も
の
は
収
集
し
な
い
と
い
う
担
当
の

方
の
話
に
は
少
し
驚
き
ま
し
た
。

次
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
感
想
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

今
回
、
石
井
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
見
学
す
る
機
会
を
得

改
め
て
分
別
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
ト
レ
ー
・
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア
ル
ミ
缶
・

ビ
ン
は
三
種
類
に
分
別
収
集
さ
れ
、
古
紙
も

新
聞
紙
・
本
・
段
ボ
ー
ル
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク

や
洗
剤
の
箱
、
ジ
ュ
ー
ス
の
紙
パ
ッ
ク
な
ど

小
さ
な
箱
も
別
に
収
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
臭
い
も
な
く
大

き
な
工
場
の
よ
う
で
し
た
。
蒸
発
乾
燥
設
備

の
所
で
は
、
白
い
塩
と
腐
葉
土
の
よ
う
な
不

燃
物
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
広
大
な
埋
立
地

（
容
量
六
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
）
も
十
五

年
間
で
満
了
す
る
と
の
事
で
し
た
。

ご
み
に
か
か
る
費
用
も
設
備
も
想
像
以
上

で
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
か

た
が
た
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
も

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
少
し
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
に
出
し
、
「
地
球
に
優
し
く
、
環
境
に
優

し
く
」
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
井
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
一
般

廃
棄
物
処
分
場
は
、
山
の
中
の
高
台
に
あ
る

と
て
も
広
い
所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
物
は
、
何
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
し

よ
う
と
い
う
考
え
の
よ
う
で
す
。

ま
ず
は
、
空
き
缶
で
す
。
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー

ル
缶
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
勝
浦

町
で
も
あ
る
程
度
ま
で
行
っ
て
い
る
事
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
し
、
こ
ん
包
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ

イ
も
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
類

は
段
ボ
ー
ル
な
ど
。
そ
し
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク

や
お
菓
子
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
空
き
箱
も

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
き
箱
に
付
い
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
は
、
係
り
の
人
が
は
ず
し
て
こ

ん
包
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
大
変
な
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と

す
る
と
細
か
い
所
ま
で
処
理
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
で
す
。
勝
浦
町
で
も
焼
却
し
て
い
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
イ
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
た
ら
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
大
規
模
で

細
心
の
注
意
を
払
い
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
ゴ

ミ
の
出
し
方
、
処
分
の
仕
方

は
違
い
ま
す
が
、
少
し
で
も

住
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
、

ま
ず
は
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
か

ら
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
月
も
先
月
に
引
き
続
き

生
名
区
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
地
域
で
の
取
り

組
み
の
工
夫
を
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

『
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶

一
日
研
修
に
参
加
し
て
』

柳

田

隆

子

『
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
て
』

吉
田
美
直
子

真剣に作業を眺める参加者

再資源化されるペットボトル



徳
島
県
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

は
ば
た
き

の
ご
案
内

７

シリーズ

中山間

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑤

中 山 第 １

周辺林地の雑木の枝打ち、廃園地の共同草刈

りで通行がスムーズに行われ、害虫の発生も防

げるなど環境整備活動を実施しています。昔から受け継がれ

ている村祭りのだんじり太鼓を子どもたちに伝承している。

道具の新調によって祭りに勢いをつけている。

中 角 東

地域の文化である祭り太鼓の維持修繕を行い

子どもたちへだんじりの伝承活動を行っている。

農道や水路の管理作業を行い大変喜ばれている。

特に、夏場の草刈りはじゃまな木や草が取り払

われ、通行が容易になり効果が上っている。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 1,756 1,401

畑 108,273 1,767

計 110,029 3,168 1,299,407

代 表 者 畑 名 耕 造
協定参加者 25人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田

畑 180,404 70

計 180,404 70 2,074,891

代 表 者 三 崎 厚 克
協定参加者 26人

農道・水路の管理状況

だんじりの伝承状況

そ
ご
う
徳
島
店
八
階
に
あ
る
徳

島
県
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

は

ば
た
き

で
は
様
々
な
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
女
性
の
た
め
の
総
合

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
夫
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
。

・
家
族
や
夫
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
。

・
子
育
て
に
迷
う
、
疲
れ
た
。

・
職
場
や
近
隣
で
の
人
間
関
係
に

悩
む
。

・
自
分
に
自
信
が
な
い
。

・
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

・
か
ら
だ
の
不
調
、
健
康
の
不
安

・
暮
ら
し
の
中
で
の
法
律
に
つ
い

て
。

女
性
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

（
電
話
相
談
）

〇
一
二
〇
―
八
一
〇
七

パ

ー

ト

ナ

ー

―
八ハ

一イ

月
・
水
・
木
・
金
・
土
曜
日

午
前
十
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
四
時

面
接
相
談
（
予
約
制
）

毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

午
前
十
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
四
時

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

（
予
約
制
）

毎
月
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時

女
性
の
医
師
に
よ
る

健
康
相
談
（
予
約
制
）

毎
月
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時

※
す
べ
て
の
ご
相
談
・
ご
予
約
は
、

女
性
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
は
ば
た
き

〇
八
八
―
六
五
五
―
三
九
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一



まちかど散歩みち

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

六
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
二
日

間
、
生
比
奈
小
学
校
体
育
館
と
勝
浦

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
男
子
八
チ
ー

ム
、
女
子
十
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
回
戦
か
ら

好
ゲ
ー
ム
が
続
き
、
大
会
は
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

決
勝
は
男
子
が
与
川
内
・
坂
本
・

中
山
対
沼
江
・
石
原
・
山
西
掛
、
女

子
は
横
瀬
対
沼
江
・
石
原
・
山
西
掛
・

今
山
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
男
子

は
フ
ル
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
接
戦
の
末

与
川
内
・
坂
本
・
中
山
が
、
女
子
は

ス
ト
レ
ー
ト
で
沼
江
・
石
原
・
山
西

掛
・
今
山
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

女子優勝 沼江・石原・山西掛・今山

男子優勝 与川内・坂本・中山

優勝 与川内・坂本・中山

女 子

坂
本
・
与
川
内

生

名

中

角

専

門

学

校

横

瀬

沼
江
・
石
原

山
西
掛
・
今
山

久

国

棚

野

優勝 沼江・石原・山西掛・今山

中

山

星

谷

男 子

久

国

横

瀬

星

谷

与
川
内
・
坂
本

・
中
山

専

門

学

校

棚

野

沼
江
・
石
原

・
山
西
掛

今
山
・
黒
岩

第
十
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
勝
浦
町
予
選
が

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の

間
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
成
年

の
部
八
チ
ー
ム
、
実
年
の
部
二
チ
ー

ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
年
の
部
決
勝
戦
は
、
昨
年
に
続

い
て
決
勝
戦
に
進
出
し
た
横
瀬
ク
ラ

ブ
対
集
豪
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
今
大
会
の
二
試
合
い
ず
れ

も
二
け
た
得
点
を
記
録
し
て
い
る
横

瀬
ク
ラ
ブ
の
打
線
が
爆
発
、
決
勝
戦

に
お
い
て
も
二
け
た
得
点
を
記
録
し

終
盤
に
粘
り
を
み
せ
た
集
豪
に
勝
利

し
ま
し
た
。

実
年
の
部
に
お
い
て
も
、
強
打
を

誇
る
勝
浦
清
流
ク
ラ
ブ
が
序
盤
か
ら

得
点
を
重
ね
、
星
谷
に
勝
利
し
ま
し

た
。エ

ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
は
、

生
比
奈
ク
ラ
ブ
の
み
の
出
場
で
し
た
。

成年の部優勝 横瀬クラブ 実年の部優勝 勝浦清流クラブ

★
成
年
の
部

横
瀬
ク
ラ
ブ

実
年
の
部

勝
浦
清
流
ク
ラ
ブ

エ
ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

生
比
奈
ク
ラ
ブ

第11回 徳島県スポーツ・レクリエーション祭

ソフトボール南部ブロック大会勝浦町予選

成 年

横瀬クラブ

勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス

星

谷

球

友

集

豪

横
瀬
ク
ラ
ブ

坂

本

く
い
だ
お
れ

山
西
・
掛
谷

星

谷

勝
浦
清
流
ク
ラ
ブ

実 年

勝浦清流クラブ

地区対抗バレーボール大会

８



９

福田雅浩さん

(沼江) が、来冬

長野県で開催さ

れる知的障害者

のスポーツの祭

典「2005年第８

回スペシャルオ

リンピックス

（ＳＯ）冬季世

界大会」のアルペンスキー競技に出場することが決

定しました。

福田さんは、今年２月に開催された「2004年第３

回スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲー

ム・長野」で銀メダルを獲得。5月に開かれた日本

選手団選考委員会によって選考されました。

福田さんは、来年２月にかけて合宿等に参加し、

冬季世界大会出場に備える予定です。

スペシャルオリンピックス（ＳＯ）…知的発達障

害のある人たちに、年間を通じて日常的なスポーツ

トレーニングとその成果の発表の場である競技会を

提供し、社会参加を応援する国際的なスポーツ組織

です。

七
月
四
日
、
勝
浦
町
文
化
協
会
会
員
の
大
西
友
子
さ
ん

(

中
角)

が
、
香
川
県
で
行
わ
れ
た
第
十
一
回
平
成
十
六
年

度
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
地

区
大
会
に
出
場
し
、
吟
詠
漢
詩
一
般
二
部
に
お
い
て
優
勝

し
ま
し
た
。

吟
詠
漢
詩
一
般
二
部
に
は
、
参
加
区
分
別
で
最
も
多
い

百
五
十
四
人
が
参
加
。
大
西
さ
ん
は
、
十
月
七
日
に
高
知

県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
西
友
子
さ
ん
全
国
吟
剣
詩
舞

コ
ン
ク
ー
ル
四
国
地
区
大
会
優
勝

７月14日、徳島県商工会女性部主張発表

大会において、中部ブロック代表勝浦町商

工会女性部部長の桑原三千代さんが主張発

表を行い最優秀に選ばれました。

イベントの中での女性部の取り組み方や

今後の活動のあり方などを主張発表した桑

原さんは、９月９日鳥取県で開催される中

国四国大会に出場することになりました。

ご健闘をお祈りします。

勝浦町商工会女性部

主張発表大会

で最優秀!!

勝浦町初☆福田さん

スペシャル
オリンピックス（ＳＯ）
冬季世界大会出場決定
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坂本八幡神社神楽整備事業
宝くじの受託事業収入で坂本地区の八幡神社

に新しい太鼓やつつみ、鉦吾などの演奏用具が

整備されました。今後、八幡神社で行われる鎮

火祭や夏・秋祭り、七社七鳥居などのさまざま

な神楽の奉納行事で素晴らしい音色が演じられ

お神楽が受け継がれていくことでしょう。

平成16年度コミュニティ助成事業

７月２日、山田國美さん（星谷）が図書館に

鷲の彫刻を寄贈してくださいました。

図書館玄関前にて展示してありますので、ぜ

ひみなさんご覧ください。

鷲の彫刻を寄贈

こ
の
度
、
森
林
組
合
で
は
切
り
捨
て
間
伐
か
ら
、
少

し
で
も
収
入
を
得
よ
う
と
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し

ま
し
た
。

購
入
機
械
は
木
材
集
材
機
（
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
）
、

枝
払
い
玉
切
り
造
材
機
（
プ
ロ
セ
ッ
サ
）
、
積
み
込
み

運
搬
機
（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
）
で
連
続
作
業
が
で
き
る
機
械

で
す
。

こ
の
上
に
従
前
か
ら
の
、
ラ
ジ
キ
ャ
リ
ー
、
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
を
加
え
効
率
よ
く
低
コ
ス
ト
で
搬
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
搬
出
作
業
を
専
門
に
行
う
「
林
業
機

械
部
隊
」
を
森
林
組
合
に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
高
性

能
林
業
機
械
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は

「
列
状
間
伐
」
が
必
須
と
な
り
ま
す
。「
列
状
間
伐
」
に

つ
い
て
は
、
新
聞
折
り
込
み
広
告
で
二
回
ほ
ど
周
知
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
機
械
の
実
演
会
を
重
ね
な

が
ら
収
入
間
伐
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

列
状
間
伐
と
は
…

一

保
育
と
し
て
の
間
伐
と
、
間
伐
材
を
搬
出
し
て
、

収
入
を
得
る
た
め
の
間
伐
方
法
で
す
。

二

列
を
決
め
伐
採
し
、
二
列
お
よ
び
三
列
を
残
し
て

次
の
列
を
伐
採
し
ま
す
。

三

林
道
、
作
業
道
に
隣
接
し
て
い
る
山
林
で
実
施
し

ま
す
（
架
線
集
材
よ
り
簡
易
作
業
路
を
新
設
し
て
の

搬
出
が
安
く
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
。

四

高
性
能
林
業
機
械
で
実
施
し
ま
す
。

列
状
間
伐
の
合
理
性
…

一

選
木

列
状
に
間
伐
す
る
た
め
選
木
は
不
要
で
す
。

二

伐
採

間
伐
列
は
下
向
き
に
伐
採
す
る
た
め
、
か

か
り
木
の
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
。

三

集
材

伐
採
列
だ
け
集
材
す
る
の
で
、
障
害
と
な

る
立
木
が
な
い
た
め
効
率
的
で
す
。

四

枝
払
い
・
造
材

枝
払
い
・
造
材
（
玉
切
り
）
を

一
台
の
機
械
で
短
時
間
に
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

二
―
一
五
一
二

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二
―
一
五
〇
五

収
入
間
伐
の
す
す
め
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情 報 ア ラ カ ル ト

都
市
と
農
村
交
流
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
事
業
と
し
て
、
勝
浦
町
と
都
市
住
民
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た
体
験
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
体
験
型
観
光
を
推
進
し
て
行
く
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し

て
本
年
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
で
行
う
植

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
山
の
地
づ
く
り

作
業
（
伐
採
等
作
業
）
の
作
業
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間

平
成
十
六
年
八
月
一
日

～

八
月
五
日

職

種

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

一
人

山
林
作
業
員

二
人

雇
用
期
間

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

平
成
十
六
年
十
月
～

平
成
十
七
年
三
月

作
業
員

平
成
十
六
年
九
月
～
十
月

条

件

失
業
者
で
あ
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

四
―
二
一
一
〇

英
会
話
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
去
年
か
ら
引
き
続
い
て
、
勝
浦
中
学

校
の
英
語
指
導
助
手
ト
ー
マ
ス
・
コ
リ
ン
ズ

さ
ん
で
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
八
月
二
十
四
日

ま
で
に
勝
浦
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間

平
成
十
六
年
九
月
～
平
成
十
七
年
六
月

毎
週
水
曜
日

コ

ー

ス

初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
三
十
分
～
午
後
八
時
三
十
分

中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
四
十
分
～
午
後
九
時
四
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
人
（
募
集
人

数
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
か
、
町

内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
十
五
歳
以
上
の
方
で

年
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方
（
学
生
の
方

は
受
講
で
き
ま
せ
ん
）

開

講

式

日

時

平
成
十
六
年
九
月
一
日

午
後
七
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

毎
年
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
夏
祭
り
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

夏
本
番
、
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日

時

平
成
十
六
年
八
月
七
日

午
後
六
時
～
午
後
八
時
三
十
分

※
雨
天
の
場
合
は
、
み
か
ん
の
郷
で
縮
小
し

て
行
い
ま
す
。

場

所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑
北
庭

催
し
物

日
和
佐
太
鼓

沖
縄
エ
イ
サ
ー
（
四
国
大
学
沖
縄

県
人
会
）

阿
波
踊
り(

棚
野
子
供
会
、
や
っ

こ
連
）

花
火

ほ
か

模
擬
店

た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼
き
、
ジ
ュ
ー

ス
、
金
魚
す
く
い
、
く
じ
引
き

射
的

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑

二
―
三
七
〇
〇

八
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す
。

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
八
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月

間
」
と
定
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、

電
気
の
使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
機
器
は
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

（
徳
島
支
部

小
松
島
事
業
所
）

〇
八
八
五
三
ー
二
ー
三
〇
七
六

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

作
業
員
募
集

電
気
使
用
安
全
月
間

募

集

第
十
三
回
喜
楽
苑
夏
祭
り

英
会
話
講
座
受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

対
象
者

（月）

（水）

（木）

（土）
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今
回
は｢

ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク｣

に
つ
い
て
、
サ
ン
ち
ゃ

ん
と
カ
ク
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

サ
ン
ち
ゃ
ん

｢

家
事
・
育
児
・
介
護
っ
て
休
み
も
期
限
も
な
い
し
、

大
変
な
仕
事
や
な
あ
。
嫌
だ
か
ら
っ
て
や
め
る
こ
と
で
き

な
い
ん
だ
よ
ね
。
せ
め
て
報
酬
で
も
も
ら
え
た
ら
い
い
の

に
な
あ｣

カ
ク
ち
ゃ
ん

｢
そ
う
や
な
あ
。
大
変
な
仕
事
や
の
に
、

あ
た
り
ま
え

っ

て
思
わ
れ
と
う
か
も
し
れ
ん
ね
。
だ
か
ら
賃
金
を
払
う
な

ん
て
と
ん
で
も
な
い
っ
て
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
ね｣

サ
ン
ち
ゃ
ん

｢

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
賃
金
や
報
酬
が
支
払
わ
れ

な
い
労
働
の
こ
と
を

ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク

っ
て
い
う

ん
よ｣

カ
ク
ち
ゃ
ん

｢

そ
の
多
く
は
女
性
が
担
っ
て
き
た
と
思
う
け
ど
、

育

児
・
介
護
休
業
法

も
あ
る
し
、
男
性
に
も
ど
ん
ど
ん
請

け
負
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ね
。
こ
れ
は
女
性
だ
け
の
問
題

に
留
ま
ら
ず
、
年
金
や
少
子
化
問
題
と
も
か
か
わ
り
が
あ

る
か
ら
、
経
済
的
・
社
会
的
視
点
か
ら
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

ア
ン
ぺ
イ
ド
ワ
ー
ク

の
こ
と
を

一
人
ひ
と
り
が
認
識
し
理
解
す
る
こ

と
が
大
事
だ
よ
ね｣

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給

者
証
・
印
鑑

現
在
減
額
認
定
証
を
受
け
て
い
る
方

で
引
き
続
き
必
要
な
方
は
七
月
三
十
一

日
で
期
限
切
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

減
額
認
定
証
・
印
鑑
・
健
康
保
険
証

老
人
医
療
受
給
者
証
・
入
院
日
数
を

確
認
で
き
る
書
類

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て

マ
ル
チ
商
法
と
は
、「
商
品
を
買
っ

て
販
売
組
織
に
参
加
し
、
友
人
に
商

品
を
売
る
か
、
友
人
を
組
織
に
加
入

さ
せ
る
と
報
奨
金
が
も
ら
え
る
。
あ

と
は
友
人
が
次
々
に
同
様
の
活
動
を

す
れ
ば
、
さ
ら
に
報
奨
金
が
入
る
」

な
ど
と
説
明
し
て
、
結
局
は
多
額
の

負
担
を
さ
せ
る
商
法
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
で
問
題
な
の
は
、
商

売
に
不
慣
れ
な
消
費
者
が
販
売
に
参

加
す
る
こ
と
で
事
業
者
と
な
り
、
被

害
者
が
加
害
者
に
入
れ
替
わ
る
こ
と

で
す
。
商
品
を
販
売
し
て
得
る
小
売

利
益
よ
り
、
会
員
に
な
る
た
め
に
商

品
を
買
わ
せ
た
り
友
人
を
組
織
に
参

加
さ
せ
る
時
に
得
る
報
奨
金
を
目
当

て
に
、
不
適
切
な
勧
誘
を
す
る
こ
と

に
な
り
人
間
関
係
が
悪
化
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
に
誘
わ
れ
た
ら
、
義

理
な
ど
で
商
品
を
購
入
し
た
り
せ
ず

不
要
な
も
の
は
き
っ
ぱ
り
断
り
、
違

法
の
疑
い
の
あ
る
も
の
に
は
絶
対
に

手
を
出
さ
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
二
三
―
〇
六
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

消
費
者
問
題
に
関
し
、
消
費
者
自

身
の
問
題
対
処
能
力
の
開
発
を
援
助

し
、
地
域
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
目
的
と
し
て
、
県
で
は
消
費
者
大

学
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

満
十
八
歳
以
上
の
男
女
で
、
卒
業

後
は
地
域
の
消
費
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
意
志
が
あ
る
方

募
集
人
員

五
十
人
（
先
着
順
）

受
講
期
間

平
成
十
六
年
九
月
七
日

～

十
一
月
三
十
日

授

業

料
無
料

募
集
期
間

平
成
十
六
年
七
月
十
六
日

～

八
月
十
六
日

申
込
方
法

募
集
期
間
内
に
、
入
学
申
込
書
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
県
消
費
者
協
会
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
申
込
書
は
、
勝
浦
町
住
民
課

に
あ
り
ま
す
。

消
費
者
の
豆
知
識
⑥

入
院
時
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
（
食
事
代
）
減
額
認
定

証
の
更
新

徳
島
県
消
費
者
大
学
校
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？（月）

（火）

（金）
（火）
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国保と医療費

人間ドック

脳 ドック

癌 検 診

成人病検診

人間ドック
検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、

ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ－ＧＰＴ、

ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、

ＵＡ、Ｎａ、Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、

血糖、ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、

ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、

腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,000円

（自己負担 5,400円・補助金額30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成16年９月1５日から10月20日までの

病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢

受給者の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象

になりません。

対 象 者

申 込
方 法

申 込
締め切り日

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

脳ドック
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳

検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)、Ｍ

ＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,950円

（自己負担 6,100円・補助金額 34、850円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成16年９月27日から平成17年２月16日ま

での病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

癌検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＳＡ

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌、

前立腺癌等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌等）

費 用 男性 8,300円

（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円

（自己負担 1,200円・補助金6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成16年９月15日から10月20日

までの病院指定日

募集人数 50人（申し込み順とします）

を受けてみませんか
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かたりあうページ

がんばれ！自分

ぼ
く
は
、
小
学
校
一
年
生
の
時
か

ら
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
。
正
確
に

言
う
と
保
育
園
の
時
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。

保
育
園
児
ぐ
ら
い
だ
と
、
本
人
は

き
っ
と
い
じ
め
て
い
る
と
い
う
感
覚

は
な
い
と
思
う
が
、
ぼ
く
が
保
育
園

に
着
く
な
り
、
た
た
い
た
り
、
け
と

ば
し
た
り
す
る
子
が
い
た
。

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
持
ち
物

を
隠
さ
れ
た
り
上
履
き
や
靴
に
画
び
ょ

う
を
入
れ
ら
れ
た
り
、
背
中
に
墨
を

つ
け
ら
れ
た
り
、
階
段
か
ら
突
き
落

と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

学
校
帰
り
に
待
ち
伏
せ
さ
れ
て
、

い
じ
わ
る
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
時
は
一
人
で
帰
る
の
が
い
や
で

毎
日
、
母
に
会
社
を
早
退
し
て
も
ら

い
学
校
に
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
。

今
ま
で
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
悲

し
く
な
っ
て
く
る
。
新
し
い
学
年
に

な
る
た
び
に
、
「
今
度
こ
そ
い
じ
め

に
あ
わ
な
け
れ
ば
い
い
」
と
思
う
。

な
ぜ
、
ぼ
く
は
い
じ
め
を
受
け
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
き
っ
と
そ
れ
は,

ぼ
く
が
人
よ
り
、
勉
強
が
苦
手
で
、

運
動
が
苦
手
で
、
か
ら
か
わ
れ
る
要

素
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ぼ
く
自
身
に
も
き
っ
と
悪
い
所
が
あ

る
の
だ
と
思
う
。

ぼ
く
は
好
き
で
こ
ん
な
ぼ
く
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
で
き
る
も
の
な

ら
、
今
の
ぼ
く
と
正
反
対
な
人
間
に

生
ま
れ
変
わ
り
た
い
と
思
う
。

な
ぜ
、
い
じ
め
を
す
る
ん
だ
ろ
う
。

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た
ら
、
ど
ん
な

気
持
ち
か
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
人
に
さ
れ
て
い
や
な
こ
と

は
や
っ
て
は
い
け
な
い
。
簡
単
な
こ

と
な
の
に
な
ぜ
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
ら
、
家

族
が
ど
ん
な
に
悲
し
む
か
考
え
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
い
じ
め
を
す

る
人
は
、
心
が
病
気
な
ん
だ
と
思
う
。

心
の
病
気
が
治
っ
た
時
、
き
っ
と
後

悔
す
る
だ
ろ
う
。

い
じ
め
が
原
因
で
、
自
分
か
ら
命

を
落
と
す
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
本

当
に
悲
し
く
て
、
残
念
な
こ
と
だ
と

思
う
。
家
族
の
悲
し
み
を
考
え
た
ら

ぼ
く
に
は
と
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
で

き
な
い
。

ぼ
く
達
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
、
家
族
に
支
え
ら
れ
、
大
切
に

育
て
ら
れ
て
き
た
。

ぼ
く
は
、
未
熟
児
で
生
ま
れ
た
。

他
の
赤
ち
ゃ
ん
に
比
べ
て
発
達
が
遅

く
、
二
歳
を
過
ぎ
て
も
歩
け
な
か
っ

た
の
で
、
み
ん
な
と
て
も
心
配
し
た

そ
う
だ
。

母
は
、
「
こ
の
子
が
一
生
歩
け
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
そ
ん
な
こ

と
ば
か
り
、
毎
日
考
え
て
、
落
ち
込

ん
で
い
た
そ
う
だ
。
そ
ん
な
母
は
ぼ

く
が
元
気
が
な
い
と
必
ず
、
「
何
が

あ
っ
た
の
？
」
と
、
聞
い
て
く
る
。

ぼ
く
が
話
を
す
る
と
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
、
怒
っ
た
り
、
悔
し
が
っ

た
り
し
て
く
れ
る
。
母
は
、
ぼ
く
に

と
っ
て
何
で
も
話
せ
る
相
談
相
手
だ
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
学
校
で
い
や

な
こ
と
や
つ
ら
い
と
こ
が
あ
っ
て
も

家
に
帰
る
と
ほ
っ
と
す
る
。
ぼ
く
が

「
た
だ
い
ま
」
と
言
う
と
、
祖
母
が

「
お
帰
り
」
と
元
気
に
返
事
し
て
く

れ
る
。
祖
母
は
、
ぼ
く
の
愚
痴
も
、

い
や
が
ら
ず
聞
い
て
く
れ
る
。
そ
れ

だ
け
で
、
気
持
ち
が
軽
く
な
る
。
祖

母
は
、
ぼ
く
の
好
き
な
歴
史
に
も
詳

し
い
の
で
、
祖
母
と
話
し
て
い
る
と

と
て
も
楽
し
い
。

父
は
、
い
つ
も
仕
事
で
帰
り
が
遅

い
け
れ
ど
、
毎
晩
、
ぼ
く
の
部
屋
に

来
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
父
も
仕

事
で
つ
ら
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
う
。
そ
れ
で
も
、
ぼ
く
達
の
た

め
に
、
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
く
れ
る
。

照
れ
臭
く
て
、
言
葉
に
は
出
せ
な
い

け
れ
ど
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

二
人
の
弟
に
は
、
ぼ
く
が
い
や
な

こ
と
が
あ
っ
て
機
嫌
が
悪
い
時
な
ど

八
つ
当
た
り
を
し
て
し
ま
い
、
い
つ

も
悪
い
と
思
っ
て
い
る
。
生
意
気
だ

け
ど
、
い
な
く
な
る
と
さ
び
し
い
存

在
だ
。

ぼ
く
に
と
っ
て
、
家
族
の
一
人
ひ

と
り
が
、
と
て
も
大
切
な
存
在
に
な
っ

て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
家
族
に
と
っ

て
も
、
ぼ
く
達
一
人
ひ
と
り
は
、
世

界
に
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
大
切

な
存
在
で
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

だ
と
思
う
。

家
族
に
大
切
に
さ
れ
た
人
は
、
自

分
自
身
を
大
切
に
で
き
、
自
然
と
相

手
の
こ
と
も
大
切
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
と,

む
や
み
に
人
を
傷
つ
け
た
り
、
自
分

か
ら
命
を
落
と
す
こ
と
な
ど
で
き
な

く
な
る
と
思
う
。

人
は
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
違
っ
て

い
る
。
い
い
所
も
あ
れ
ば
悪
い
所
も

あ
る
。
人
と
違
う
か
ら
と
言
っ
て
か

ら
か
っ
た
り
、
差
別
し
た
り
す
る
の

で
は
な
く
、
相
手
が
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
い
じ
め
や

差
別
は
な
く
な
る
と
思
う
。
心
の
底

か
ら
悪
い
人
間
な
ん
て
い
な
い
は
ず

だ
。こ

ん
な
ぼ
く
に
も
、
人
に
自
慢
で

き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
校

を
休
ま
な
い
こ
と
だ
。
ど
ん
な
に
つ

ら
く
て
も
が
ん
ば
っ
て
学
校
に
行
っ

て
い
る
。

ぼ
く
は
、
せ
っ
か
く
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
意
義
あ
る

人
生
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

で
き
れ
ば
、
自
分
の
趣
味
で
あ
る
歴

史
関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
、
人
の
役

に
も
立
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
、
「
負
け
る
な
、

が
ん
ば
れ
！
」
と
、
い
つ
も
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
、
自
分
を
元
気
づ
け

な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り



夏
霧
や
川
釣
人
の
淡
き
影

明
け
易
き
屋
根
の
雀
の
に
ぎ
わ
し
く

坂
本

美

馬

直

枝

も
う
す
で
に
登
山
心
地
の
バ
ス
な
り
し

青
葉
濃
く
か
っ
こ
う
の
声
又
奥
へ

横
瀬

日
下
智
世
子

夏
霧
の
立
ち
こ
む
札
所
バ
ス
登
る

見
廻
り
の
度
び
に
虫
居
る
夏
キ
ャ
ベ
ツ

三
渓

中

林

祥

子

古
里
の
み
か
ん
の
花
も
つ
ぼ
み
な
る

窓
開
け
ば
う
ぐ
い
す
た
ち
が
お
は
よ
う
と

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

一
つ
螢
進
む
闇
夜
の
点
と
な
り

兄
弟
燕
巣
立
つ
子
燕
遠
巻
き
に

生
名

石

田

白

萩

行
く
末
の
平
穏
祈
り
天
の
川

蛙
鳴
き
静
か
に
暮
れ
る
青
田
風

生
名

小

西

典

子

消
す
よ
り
も
灯
す
が
淋
し
梅
雨
ご
も
り

読
み
難
き
文
字
ま
た
涼
し
書
道
展

生
名

丸

山

香

月

紫
陽
花
の
雨
に
た
た
づ
む
女
か
な

螢
火
や
農
村
舞
台
す
す
り
泣
き

星
谷

上

岡

久

子

娘こ

と
孫
と
父
母
の
地
に
来
て
墓
参
り

夫
と
来
て
あ
れ
こ
れ
選
ぶ
夏
帽
子

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

合
掌
の
笑
顔
で
遍
路
す
れ
ち
が
ふ

山
襞
は
墨
絵
の
如
く
梅
雨
長
し

沼
江

駒

津

光

洋

盆
ひ
と
り
墓
地
を
訪
ね
し
父
母
よ

追
わ
れ
し
蚊
ガ
ラ
ス
張
り
付
き
よ
よ
と
泣
く

沼
江

福

田

房

子

忽
ち
に
闇
に
消
え
た
る
初
螢

十
ま
で
の
数
や
っ
と
云
へ
孫
涼
し

沼
江

大

川

冨

美

更
け
て
夜
の
介
護
や
窓
に
螢
篭

草
刈
っ
て
畦
に
二
人
の
長
話

沼
江

中
井
清
二
郎

受
け
網
に
女
王（
ク
イ
ー
ン
）の
ご
と
く
鮎
光
る

忍
び
戸
を
く
ぐ
り
し
肩
に
雨
蛙

坂
本

仙

才

良

子

口
開あ

け
の
鮎
は
や
ば
や
と
焼
か
れ
け
り

つ
く
ば
い
て
天
に
雨
乞
う
雨
蛙

坂
本

新

居

雄

彦

鮎
釣
り
て
喰
い
川
と
言
う
郷
宴

ふ
る
里
の
川
は
変
ら
じ
鮎
を
追
う

坂
本

池

谷

武

久

雨
蛙
葉
舟
に
乗
り
て
胸
を
張
る

学
童
の
眞
白
き
ソ
ッ
ク
ス
青
田
道

坂
本

板

東

征

二

雨
蛙
正
座
し
て
居
り
蓮
根
田

歩
道
橋
渡
る
日
傘
の
美
人
か
な

坂
本

新

居

晋

百
選
の
棚
田
は
今
も
青
田
風

宵
か
ら
の
鮎
開
禁
の
場
所
と
り
に

坂
本

山

口

昭

市

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で

は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投

句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や

順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切

し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ

い
。

15

わ
た
し
の
作
品

次
回
作
品
募
集

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

九
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

問い合わせ先

自衛隊阿南募集事務所 0884－22－6981

募集科目 資 格 受付期間 試験期日

２等陸･海･空
男子

18歳以上27歳未満
常時受付 受付後に指定

女子 ８月２日～９月８日 ９月26日～９月27日
のうち指定する１日

曹候補士 18歳以上27歳未満 ８月２日～９月８日
１次 ９月18日
２次 10月９日～15日

のうち指定する１日

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満 ８月２日～９月８日
１次 ９月18日
２次 10月９日～15日

のうち指定する１日

航空学生 高卒（見込）21歳未満 ８月２日～９月８日

１次 ９月23日
２次 10月16日～21日

のうち指定する１日
３次 11月14日～12月10日

看護学生 高卒（見込）24歳未満 ９月10日～10月１日
１次 10月17日
２次 11月19日～20日

のうち指定する１日

防衛大学学生 高卒（見込）21歳未満

推薦 ９月６日～９月８日 ９月25日・26日

一般 ９月10日～10月１日
１次 11月13日・14日
２次 12月14日～17日

のうち指定する１日

防衛医科大学学生 高卒（見込）21歳未満 ９月10日～10月１日
１次 11月６日・７日
２次 12月８日～10日

のうち指定する１日

自衛隊生徒（男子） 中卒（見込）17歳未満 11月１日～平成17年１月11日
１次 平成17年１月15日
２次 平成17年１月28日～31日

のうち指定する１日

社会貢献・国際貢献

平和を目指す私たちの大切なテーマです。

平
成
十
六
年
度

自
衛
官
募
集
案
内



16

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

３ 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 星谷集会所 40歳以上の住民 問 診 票

４ 水 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 石原集会所 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

５ 木 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00
今山ふれあい
交 流 館

乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

６ 金
総 合 健 診 ８:00～10:00 坂本集会所 40歳以上の住民 問 診 票

健 診 結 果 説 明 会 13:30～15:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民
健 診 結 果
健 康 手 帳

10 火 デイケア たんぽぽの会 13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

11 水 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 生名センター 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

17 火 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00
沼江コミュニ
ティセンター

乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

18 水 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 星谷集会所 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

19 木
婦 人 が ん 検 診

13:00～14:00 農村婦人の家
子宮がん検診:20歳以上の女性
乳腺・甲状腺検診:30歳以上の女性
骨粗鬆症検診:40歳・50歳

問 診 票
骨 粗 鬆 症 検 診

20 金 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 中山集会所 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

21 土
「こころの健康づくり」講演会 ９:30～10:00

農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

男 の 料 理 教 室 10:00～ 前川キャンプ場 会 員 エ プ ロ ン

24 火 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 中角集会所 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

25 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

26 木 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 横瀬集会所 乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

27 金
離 乳 食 講 習 13:00～13:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年１月１日～平成16
年６月30日までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

30 月 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

乳幼児とその家族
エ プ ロ ン
三 角 巾

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

食
中
毒
に
注
意

暑
い
こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
次
の
事
柄
に
注
意
し
、
食
中
毒
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

一

生
鮮
食
品
に
注
意

・
生
鮮
食
品
（
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
）
は
、
新
鮮

な
も
の
を
購
入
す
る
。

・
消
費
期
限
表
示
を
確
認
す
る
。

・
温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
（
生
も
の
、
冷
凍
食

品
な
ど
）
は
最
後
に
購
入
す
る
。

二

手
や
調
理
器
具
は
常
に
清
潔
に

・
調
理
の
前
に
手
を
よ
く
洗
う
。

・
調
理
器
具
（
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
食
器

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
）
は
洗
剤
・
流
水
で
よ
く
洗
い

煮
沸
や
塩
素
な
ど
で
消
毒
す
る
。

三

十
分
に
加
熱
を

・
食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心
部
が
七
十
五

℃
に
な
る
ま
で
一
分
間
以
上
加
熱
す
る
。

・
調
理
途
中
で
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
。

四

調
理
後
は
す
み
や
か
に
食
べ
る

・
調
理
前
、
調
理
後
、
長
く
放
置
し
な
い
。

・
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱

す
る
。

・
時
間
が
た
っ
た
食
品
は
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
。

五

保
存
の
方
法

・
保
存
す
る
場
合
は
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

・
冷
蔵
庫
は
十
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
十

五
℃
以
下
で
保
存
す
る
。

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
入
れ
す
ぎ
（
七
割
程
度
が

目
安
）
に
注
意
す
る
。

！
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保 健 だ よ り

こころの健康

開

場

午
前
九
時
三
十
分

日

時

平
成
十
六
年

八
月
二
十
一
日

午
前
十
時
～
正
午

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

「
お
手
玉
演
舞
の
披
露
」

午
前
十
時
十
五
分
～

午
前
十
時
三
十
分

子
ど
も
た
ち
が
童
謡
に
あ
わ
せ
て

お
手
玉
を
し
な
が
ら
演
舞
を
し
ま
す
。

心
身
の
健
康
に
も
効
果
的
で
す
。

お
手
玉
演
舞
の
会
メ
ン
バ
ー

講

演

「
こ
こ
ろ
の
処
方
箋

～
ス
ト
レ
ス
社
会
を

し
な
や
か
に
生
き
る
～
」

午
前
十
時
三
十
分
～

午
前
十
一
時
四
十
五
分

講

師

徳
島
市
立
園
瀬
病
院

院
長（
精
神
科
医
）

齋

藤

孝

一

先
生

「
サ
ル
ビ
ア
作
業
所
の

活
動
に
つ
い
て
」

午
前
十
一
時
四
十
五
分
～
正
午

サ
ル
ビ
ア
作
業
所駒

津

輝

幸

所
長

〈
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
〉

作
業
所
で
働
い
て
い
る
方
々
が
作
っ

た
作
品
の
展
示
や
販
売
を
行
い
ま
す
。

〈
先
着
百
五
十
人
の
方
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
〉

主

催

徳
島
県
阿
南
保
健
所

徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

共

催

勝
浦
町

参
加
費

無
料

手
話
通
訳
を
準
備
い
た
し
ま
す

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
眠
れ
な
い
、
気

分
が
沈
み
が
ち
な
ど
気
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
阿
南
保
健
所
で

は
精
神
科
嘱
託
医
や
保
健
師
に
よ
る

心
の
健
康
相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

阿
南
保
健
所
精
神
保
健
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

（
内
線
四
四
）

国民生活基礎調査によると、平成13年度、29，375

人が自殺により亡くなり、全体の23．3％で死亡原因

の第６位となっています。

年代別に死亡原因順位をみると20歳代は第１位、

10代半ば・30歳代では第２位と上位にあります。

現代はストレス社会と言われているように、いか

にストレスを自覚し、上手につき合っていくかが大

切になってきます。

心の病気は誰にでも、かかる可能性があります。

そのため、心の病気について理解し、適切に対応で

きることが必要です。

厚生労働省は「健康日本21」の中で休養とこころ

の健康についての理念として、制度や情報や商品、

サービスなどの充実を掲げています。また病気や障

害による社会的負担を減らし、国民の健康寿命を延

ばして、活気ある社会を築くこと、早く死亡するこ

とや障害を予防して個人の生活の質を高め、実り豊

で満足できる生涯づくりなどを目的として、精神保

健福祉の向上に取り組むよう指針が出されています。

勝浦町でも、平成13年度から病院に通院中の回復

期にある精神障害者の方々を対象とした精神保健事

業の社会復帰相談事業、（デイケア）、“たんぽぽの

会”を月に一回開催しています。この会ではレクレー

ションやスポーツ、調理実習等を通じて、お互いに

親ぼくを深め、社会的自立の促進や社会復帰に向け

取り組みを行っています。

また、平成15年10月から知的、身体、精神の３障

害者を対象としたサルビア作業所を開所しています。

平成16年度からは居宅介護支援事業として、障害

者の介護等を行う者が疾病やその他の理由により、

介護等を行うことが一時困難になった場合に、生活

訓練施設等に短期入所す

る短期入所事業（ショー

トステイ）も利用可能に

なりました。

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

（土）
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８月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
４
火
曜
日

（24日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

５

火

曜

日

（31日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

８月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
４
月
曜
日

（23日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

５

月

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

八
月
七
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

八
月
十
四
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

八
月
十
一
日

●

八
月
二
十
五
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

（水）

（土）
（土）

（水）



化石・写真展 同時開催
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図書館

だより

★
化
石
・
写
真
展

八
日

～
十
五
日

★
お
は
な
し
会

二
十
二
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

四
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

★
休
館
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日
・
二

十
三
日
三
十
日
・
三
十
一
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の

返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

八
月
の
行
事

夜は満ちる 小池真理子

思いわずらうことなく 愉しく生きよ

江 國 香 織

ナ・バ・テア 森 博 嗣

道長の冒険-平安妖異伝- 平 岩 弓 枝

首を斬られにきたの御番所 佐 藤 雅 美

はめないでね、わたしのこと 内 館 牧 子

桜花を見た 宇江佐真理

ただ風が冷たい日 北 方 謙 三

降臨の群れ 船 戸 与 一

新着図書の一部紹介

ファインディングニモ

やきそばパンマンとうじょう
！

やきそばパンマン流れ旅

ゆかいなどんぶりまんトリオ

ドキンちゃんのドキドキ先生

シュレック

ルパン三世 ルパンVS複製人間

トレジャー・プラネット

ラストサムライ

座頭市

マトリックスレボリューションズ

閉ざされた森

Ｓ・Ｗ・Ａ・Ｔ

マッチスティック・メン

新着ビデオの一部紹介

八
月
十
四

日

は

午
後
五
時

ま
で

当
日
は
、
午

後
五
時
ま
で
で

閉
館
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と

と
は
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日 時 ８月８日 ～８月15日

午前9時30分～午後５時

※15日 は午前中で終了

場 所 図書館２階視聴覚室

今年も化石同好会のご協力により化石展（第11

回）を開催する運びとなりました。どうぞ珍しい

化石を心ゆ

くまでご鑑

賞ください。

また、町

内写真愛好

家の方々に

よる写真も

同時に展示

いたします。

トリゴニオイデス

勝浦の立川層（１億3000万年前）から、トリゴ

ニオイデスと言う現在のカワシンジュ貝、マッカ

サ貝に近い淡水性の二枚貝化石が出ています。殻

表には明瞭なジグザグ模様があり、殻表中央付近

には細長いＶ字形の肋で覆われています。このト

リゴニオイデスと言う化石は恐竜化石を発見する

ためには、重要な手掛かりを与えてくれる二枚貝

の化石です。

（日）（日）

（日）

（日）

（日）

（日）
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まちのうごき

人 口（平成16年６月30日現在）

世帯数 2,111戸

男性 3,213人

女性 3,466人

計 6,679人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人

死亡 男 ５人 女 ５人 計 10人

転入 男 ５人 女 ３人 計 ８人

転出 男 ９人 女 ７人 計 16人

平成16年６月16日～７月15日（敬称略）

おくやみ申します

大字三溪字平 堀 ヒサヱ（76歳）

大字中角字豊田 三 榮 一（77歳）

大字坂本字中谷 林 邦 男（79歳）

大字三溪字下川原 寺 谷 菊 ヱ（100歳）

善意ありがとうございました

稼勢美代子 さん（三渓） 島 繁 男 さん（棚野）

堀 毅 男 さん（三渓） 上 平 一 さん（坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

８月６日

８月13日

８月20日

８月27日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

８月25日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

小 倉 歓 一

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

８月12日

10:00～15:00

勝浦町農村環境

改善センター

１階 相談室

持参するもの

年金手帳または

年金証書

各 種 相 談

夜間救急当番表

８月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月４日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月８日 上 勝 診 療 所 ２－５０１０

８月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月12日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月16日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月20日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

８月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月24日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月28日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

◎大正琴は初心者コースもあります。

８月交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
12 26

19:30～21:30
木 木

踊 り
４ 25

14:00～16:00
水 水

生け花
12 23 30

19:30～21:30
木 月 月

大正琴
５ 19 27 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 木 金

習 字
６ 13 20

19:00～21:00
金 金 金

近隣地域との交流事業として、各種講座を次のとおり

開講します。

お誕生おめでとう

大字沼江字一楽 ）大 岡 安 伸
智 美

長男 柊
しゅう

仁
と

長男 滉
こう

一
いち

朗
ろう出 葉 寛 和

美 耶）大字生名字山ノ神

長男 遥
はる

希
き久 保 博 和

桂 子）大字棚野字仮家

二女 優
ゆ

理
り

菜
な相 原 章 裕

愛 子）大字棚野字山蔭

ご結婚おめでとう

（
大字棚野字仮家

京都府綾部市

稼 勢 秀 樹
村 尾 千 秋

神 取 秀 幸
田 中 弘 美

大字三溪字古川

板野郡上板町（
久 米 義 和
後 藤 智 恵

大字生名字大前

徳島市（
上 西 昇
宮本江美子

大字三溪字日浦

大字沼江字田中（
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（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（水）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

出
張
年
金
相
談




